
珪
れ
!
日
本
の
情
報
・
エ
レ
ク
ト
ロ
一

残
さ
れ
た
時
聞
は
少
な
い

I
C
T
(情
報
通
信
技
術
)
産
業
を
中
心
と
す
る

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
衰
退
は
目
に
余

る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
分
野
は
、
産
業
は
も
と
よ
り
、

行
政
、
医
療
、
教
育
等
す
べ
て
の
社
会
経
笥
市
動
に

不
可
欠
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
そ
の
弱
体
化
は
、
我
が
国
経
済
の
土
台
を
損
な

う
も
の
で
あ
る
。
原
発
再
稼
働
や
安
全
保
障
法
制
と

同
じ
く
日
本
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の
に
、

マ
ス
コ
ミ
や
評
論
{
家
が
問
題
を
取
り
上
げ
ず
、
国
民

や
為
政
者
の
意
識
に
は
な
か
な
か
遡
上
し
な
い
。

危
機
意
識
を
持
つ

P
T
A
X
A
({丈
由
航
空
研
究

開
発
機
桃
)
元
理
事
長
の
立
川
敬
二
氏
、
第
二
電
電

創
始
者
千
本
倖
生
氏
、
ト
ロ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

坂
村
健
東
大
教
授
な
と
こ
の
分
野
で
成
功
を
収
め

た
著
名
な
方
々
十

一
名
が
二

O
一
四
年
七
月
に

一
般

財
団
法
人
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
墓
尽
に
情
報
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
国
際
戦
略
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
一
年

年
十
年
単
位
で
激
変
し
て
い
る
。
か
つ
て
携
帯
電
話

で
世
界
を
席
巻
し
た
モ
ト
ロ
ー
ラ
l
で
さ
え
、
そ
の

撃
事
霊
木
は
今
や
存
在
し
な
い
。

日
本
は

「
崖
っ
ぷ
ち
」

に
あ
る
と
の
危
機
青
山
識
を

共
有
す
べ
き
で
あ
る
。

従
来
の
慣
習
、
も
の
の
考
え
方
に
固
訊

づ企世日
く業界本か
自のを国つ
力強席内て
のみ巻では
研はで成
究 、 き 功 繊
関 白 る そ 細
発社時デで
や内代 lレ感
商 の が を 受
品慈あ構性
関 積 つ 築 が
発さたでe:
にれ 。きか
よた従れな
る技来ば白
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問
を
か
け
て
帽
狂
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
筆
者
は
、
同

報
告
書
・
提
言
の
と
り
ま
と
め
役
の
任
に
当
た
っ
た
。

研
究
会
は
、
役
所
の
意
を
受
け
た
官
制
の
審
議
会

で
は
な
く
、
自
主
的
な
も
の
故
に
ど
こ
の
役
所
の
意

向
に
も
縛
ら
れ
ず
、
従
っ
て
日
本
が
抱
え
る
問
題
点

に
迫
真
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

I
C
T部
門
の
衰
退
は
、
技
術
革
新
が
激
し
い
た

め
に
仲
布
行
的
に
起
き
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ま

だ
我
が
国
が
佼
位
を
保
持
し
て
い
る
自
動
車
や
素
材

部
門
で
も
、
現
状
の
ま
ま
で
い
る
と
早
晩
、
同
じ
憂

き
目
に
遭
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
で

も
あ
る
。

提
言
の
一
端
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
い
。

八
〉

危
機
意
識
の
欠
如

提
言
は
、
ま
ず
現
状
の
分
析
か
ら
始
ま
る
。

日
本
は
、
一
九
八

0
年
代
に
は

「も
の
づ
く
り
大

国
」
と
し
て
世
界
中
で
高
い
評
価
を
受
け
、
独
自
の

技
術
に
基
づ
く
日
本
製
品
が
世
界
市
場
を
席
巻
し
て

い
た
。
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
も
日
本

企
業
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
当
時
の
日
本
企
業
に

は
「
技
術
力
」
と
「
価
格
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
自

信
」
と
「
緑
き
」
が
あ
っ
た
。

の
差
別
化
だ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ク
ロ
ー
ス
ド
モ
デ
ル
、
垂
直

統
合
型
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
各
企
業
が
独
自

技
術
開
発
に
こ
だ
わ
り
、
業
界
の
縦
割
り
構
造
を
維

持
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国
内
市
場
俊
先
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
日
本
が
適
度
な
市
場

規
模
を
有
し
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
た
と
え
世

界
と
は
隔
離
さ
れ
た
ガ
ラ
パ
コ
ス
市
場
を
形
成
し
て

も
、
そ
れ
な
り
に
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

I
C
Tは
人
々
の
想
像
を
超
え

た
ス
ピ
ー
ド
で
革
新
的
に
進
化
し
、
市
場
や
ニ

l
ズ

は
激
変
し
た
。
す
な
わ
ち
、

白
話
術
進
歩
に
よ
り
優
位
性
の
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
が
短
期
間
で
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
て
、
新
興
勢
力

が
容
易
に
追
い
つ
き
、
短
期
間
で
価
盟
問
争
一
辺
倒

と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
。

②
す
べ
て
の
も
の
が
繋
が
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
水

平
分
業
型
モ
デ
ル
が
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

①
薬
業
種
聞
の
協
調
に
よ
り
、
新
た
な
市
場
創
刊
造
が

起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
か
つ
て
の
日
本
の
成
功
モ
デ
ル
は
も

は
や
通
用
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
市
場
構
造
の
激
変
を
踏
ま
え
る
と
、

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
モ
デ
ル
を
排
し
、
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
に
立
っ
て
、
同
業
他
社
や
異
業
種
、
学
術
研

究
機
関
等
と
の
連
携

・
+
茎
仙
、
分
業

。
協
力
を
進
め
、

迅
速
に
研
究
開
発
や
製
品
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
変
革
が
必
要
な
時
期
に
、

一
ク
ス
産
業

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
象
徴
さ
れ
る
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
や
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
敗
退
を
続
け
、
惨
憎
た
る
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
半
4

場
体
で
は
、
一
九
八
六
年
に
約
五
O

%
だ
っ
た
日
本
の
販
売
議
シ
ェ
ア
は
、
二

O
一
四
年

に
は
約

二
一
%
ま
で
低
下
し
、
ま
た
、
義
市
電
話
で

は
、
一
九
九
七
年
に
は
約
三
四
%
だ
っ
た
が
こ
O
一

四
年
に
は
約
二
%
ま
で
低
落
し
た
。
テ
レ
ビ
や
携
帯

端
末
等
の
事
業
部
門
で
は
、
事
業
か
ら
の
撤
退
も
始

ま
っ
て
い
る
。

こ
の
弱
体
化
や
立
ち
遅
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
、

国
際
社
会
の
中
で
我
が
国
が
落
伍
し
て
い
く
こ
と
を

意
味
す
る
。
政
府
に
お
い
て
は
国
際
競
争
力
強
化
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
が
な
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、
な
ん
ら
そ
の
効
果
が

見
え
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
分
野
の
凋
落
が
我
が
国

の
発
展
に
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
と
い
う
危

機
管
識
が
欠
如
し
、
没
然
と
総
花
的
な
対
策
を
打
っ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

我
が
国
の
技
術
は
ま
だ
他
の
園
、
海
外
の
企
業
よ

り
優
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
甘
い
見
通
し

が
、
国
や
企
業
経
営
者
の
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
し
か
し
、

I
C
T分
野
の
技
術
は
、
五

内
需
拡
大
時
代
に
最
前
線
で
活
躍
し
た
人
々
が
幹
部

に
就
任
し
た
。
彼
ら
は
内
向
き
士筒
で
リ
ス
ク
を
取

ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
状
況
変
化
に
果
敢
に
対
応

し
た
経
営
戦
略
を
樹
立
・
実
行
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

従
業
員
も
囲
内
安
住
願
望
が
高
ま
る
な
ど
で
、
産
業

界
全
般
が
内
向
主
志
向
で
、
進
取
一
の
気
概
に
乏
し
い

も
の
と
な
っ
た
。

経
営
判
断
や
校
術
開
発
が
〈
幸
木
内
で
閑
鋲
的
自

己
{
元
結
的
で
、
他
企
業
や
海
外
と
の
交
流
不
足
な
ど

人
材
流
動
性
が
欠
如
し
、
加
え
て
I
C
T分
野
に
重

要
な
標
準
化
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
椛
築
な
と
の

グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
も
欠
如
し
て
い
て
は
、
世
界
市
場

で
戦
い
よ
う
が
な
い
の
が
現
実
だ
。

求
め
に
応
え
S
れ
恕
い
教
育
シ
ス
テ
ム

我
が
国
が
先
の
大
戦
後
に
荒
廃
し
た
国
土
の
下
、

ア
ジ
ア
の
中
で
い
ち
早
く
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
た
最
大
の
婆
因
は
、
勤
勉
な
国
民
性
と

教
育
水
準
の
高
さ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
少
誌
種
大

量
生
産
の
高
度
成
長
期
に
通
用
し
た
平
均
的
画

一
的

な
教
育
は
、
現
代
の
者
問
視
少
量
生
産
、
ハ
ー
ド
ウ

エ
ア
よ
り
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
重
視
、
国
境
を
越
え
て
人
、

モ
ノ
、
金
、
情
報
が
自
由
に
行
き
来
す
る
、
そ
う
い

う
時
代
に
は
通
用
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

社
会
の
各
界
各
層
が
、

。
環
境
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
る
能
力

安

花

へ
の
対
処
季
官
発
案
す
る
能
力

③
リ
ス
ク
を
取
っ
て
行
動
す
る
能
力



を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
や
人
材

育
成
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
養
成
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
と
は
と
て
も
言
い
難
い
。
世
界

的
視
野
に
裏
打
ち
さ
れ
た
深
い
経
蛍
嘉
兵
Tτ
持
つ
経

営
者
を
こ
の
二
十
年
間
に
生
み
出
せ
て
こ
な
か
っ
た

の
は
、
教
育
や
社
会
全
体
が
、
平
均
的
レ
ベ
ル
に
焦

点
争
当
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
指
導
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も

一
閃
E
い
え
る
。

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
冒
と
民
の
あ
り
方

政
府
が
開
催
す
る
築
費
奪
の
各
種
の
豊
富一口に必

ず
出
て
く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
産
官
学
の
連
携
」
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
情
報
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

野
に
お
い
て
、
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
成
功

し
た
例
は
皆
無
に
等
し
い
。

そ
れ
は
、
連
携
の
仕
方
が
表
面
的
で
中
途
半
端
で

あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、

官
が
介
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
責
任
体
制
が
不
明
確
に
な
り
、
設
か
が
責
任

を
と
っ
て
推
進
す
る
体
制
と
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
民
の
分
野
に
官
が
入
る
こ
と
に
よ

り
官
の
論
理
が
優
先
さ
れ
る
な
と
、
失
敗
の
理
由
を

挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
。

。

特
筆
す
べ
き
『
提
言
」

研
究
会
は
、
こ
の
よ
っ
な
問
題
占
の
分
析
の
も
と

で
七
つ
の
提
言
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
特
筆
す

流
、
主
ヂ
協
力
を
積
極
的
に
進
め
る
。

具
体
的
に
は
、

①
専
門
研
究
者
や
外
国
人
を
含
む
社
外
専
門
{永
か
ら

構
成
さ
れ
る
経
営
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
l
ボ
l
ド

の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

⑦
国
外
国
人
を
経
営
幹
部
や
管
理
職
に
積
極
的
請
す

る
と
と
も
に
留
学
生
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

③
企
業
経
営
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
女
性
や
外
国
人
は
も
と
よ
り

皐
質
異
能
な
人
材
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
組
織

運
尚
昆
体
制

(ダ
イ
ハ

l
シ
テ
ィ
マ
、
不
ジ
メ
ン
ト
)
を

。耳究会メンハー (棚、時五十音附〉
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海

軍

村

日

本

川

尾

村

場

原

天

内

肥

坂

関

千

到

月

中

南

藤

べ
き
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

提
言

1

長
期
戦
略
目
標
の
策
定
と
共
有

国
力
の
結
集
が
図
れ
る
よ
う
、
情
報

・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
野
が
国
の
最
重
要
課
題
だ
と
認
識
し
た

国
家
目
標
を
策
定
し
、
広
く
共
有
化
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

目
標
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
単
に
技
術
の
可
能

性
や
利
用
を
歩
訴
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
技
術
の
導

入
に
伴
っ
て
変
化
す
る
社
会
の
あ
り
方
、

産
業
構
造

の
変
化
、
企
業
の
業
態
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
あ
り

主

守
に
つ
い
て
世
界
的
視
野
に
立
っ
た
長
期
戦
略
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
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{事
と
民
の
あ
り
方
の
抜
本
的
見
直
し

情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
に
お
い
て
、
世

界
に
先
駆
け
た
規
制
改
輩
非
実
行
し
、
官
の
関
与
は

極
力
廃
止
す
る
。
従
来
迎
の
中
途
半
一端
で
総
花
的
な

官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
廃
す
る
。
そ
の
上
で
、
産

官
学
連
携
で
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
厳
選

(真

の
「選
択
と
集
中
」)
し
、
決
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
は
、
{日
は
支
援
に
徹
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
首
相
直
轄
の
情
報

・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
野
の
強
化
を
図
る
た
め
の
特
別
基
金

(
※

注
)
を
創
設
し
、
I
o
T

(モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
)
な
と
先
端
分
野
へ
の
集
中
投
資
及
び
技
術
の
特

異
貞

(シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
)
を
意
識
し
た
革
新
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
官
琵
す
る
。

※
注
H
特
別
基
金
は一

千
億
円
と
し
、
そ
の
財
源
と

し
て
は
、
例
え
ば

N
T
T
の
自
己
株
消
却
に
件
、っ

政
府
保
有
株
の
売
却
益
を
充
て
る
こ
と
が
考
え
ら

確
立
す
る
。

④
大
部
屋
を
廃
止
し
、
原
則
と
し
て
個
室
勤
務
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
個
人
が
責
任
を
負
っ
て
仕
事

が
で
き
る
環
境
体
制
を
作
る
。

⑦
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の
製
品

・
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
お
い
て
は
、
会
社
横
断
的
で
グ
ロ
l

ハ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
カ
を
強
化
す
る
。

⑥
能
力
適
性
を
備
え
た
も
の
を
秩
極
的
に
中
途
採

用
す
る
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
モ
ノ
を

作
ら
な
い
製
造
業
が
出
現
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

従
来
の
業
種
業
態
の
枠
を
超
え
た
新
た
な
ビ
ジ
、
不

ス
モ
デ
ル
の
開
発
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
押
さ
え
た
企

業
が
全
て
を
獲
得
す
る
耳

5
5
2件
。
ωlm=
の
市
場

構
造
と
な
り
、
世
界
市
場
を
席
巻
で
き
る
企
業
は
ト

ッ
プ

一
、
二
社
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
我
が
国
の

情
報

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
が
主
体
的
に
世
界

的
視
野
に
立
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
再
編
に
参
画

・
リ

ー
ド
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。。

以
上
が
提
言
の
主
な
部
分
で
あ
る
が
、
冒
頭

で
は

「残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
す
L
」
同
時
に
、
焦
り
の
気
持
#
漆
ま
せ
て

い
る
。

「
I
C
Tが
促
す
新
た
な
製
造
業
革
新
は

『第

四
次
産
業
+
宏
叩
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
重

市
在
を
認
識
し
て
、
こ
れ
に
戦
略
性
を
持
っ
て

当
た
れ
る
か
と
う
か
が
、
我
が
国
の
繁
栄
を
左

れ
る
。

一
方
、
民
間
は
、
自
ら
未
知
の
分
野
に
リ
ス
ク
を

取
っ
て
乗
り
出
さ
ず
、
何
か
あ
れ
ば
直
ち
に
官
の
動

き
に
寄
り
か
か
ろ
う
と
す
る
能
出
度
を
排
除
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
補
助
金
や
官
の
実
証
実
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
な
と
に
典
型
的
に
表
れ
て

い
る
。
民
は
官
へ
の
依
存
度
を
低
下
さ
せ
、
自
己
責

任
原
則
を
徹
底
し
、

自
ら
選
択
と
集
中
を
行
い
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
市
場
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

提
言
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教
育
改
革
・
人
材
育
成
改
革

社
会
の
各
局
が
、
環
境
変
化
を
敏
厳
に
感
じ
る
能

力
、
変
化
へ
の
対
処
案
を
発
寒
す
る
能
力
、
お
よ
び

リ
ス
ク
を
取
っ
て
行
動
す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
た

め、

「知
識
」
よ
り
も

「意
欲
」
や

「考
え
る
力

・
創

造
力
」
を
重
視
す
る
教
育
方
針
を
明
硫
に
す
る
。

具
体
的
に
は
、
講
義
方
式
の
授
世
子
宮
極
力
廃
止
し
、

デ
イ
ス
カ

yン
ヨ
ン
授
業
の
導
入
を
図
る
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、

「プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
と

「テ
ィ
ベ

l
ト
教
育
」
を
J

翠
守
中
等
教
育
に
積
極
的
に
導
入
す

る
な
ど
し
て
、
論
理
的
思
考
を
養
成
す
る
と
と
も
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
を
行
う
。
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〈
義
経
賞
候
制
の
見
直
し

企
業
に
お
い
て
、
経
営
判
断
や
技
術
開
発
が
閉
鎖

的、

自
「
忌
忍
加
的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
横
並

び
ゃ
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
保
守
的
な
空
気
を
変
え
る

た
め
に
、
従
来
の
随
習
を
打
破
し
、
同
業
他
社
、
異

業
種
、

学
術
研
究
機
関
、
外
国
企
業
と
の
連
携

・
交

右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
産
業
の
衰
退

ス
ピ
ー
ド
を
考
え
る
と
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
」

こ
の
研
究
会
の
現
状
分
析
と
提
言
は
、
I
C
Tと

い
う
技
術
専
門
分
野
で
あ
る
が
、
そ
の
技
術
性
を
捨

象
し
て
見
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
N
H
K大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
の
幕
末
の
状
況
に
似
て
い
る
。
ま
さ
に
列

強
(
米
、
中
、
韓
)
に
開
国
を
迫
ら
れ
、
植
民
地
化

の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
花
燃
ゆ
」
と
異

な
る
古
川
は
、
対
応
で
き
な
い
幕
府
に
対
し
て
、
吉
田

松
陰
や
久
坂
玄
瑞
、
高
杉
晋
作
な
ど
、

旧
来
の
随
習

を
破
る
た
め
戦
っ
た
の
は
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
翠
言
は
、
老
兵
が
居
て
も
立
っ
て
も
お
ら
れ

ず
、
現
役
世
代
に
苦
言
を
呈
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う

か
。
い
わ
ば
幕
府
を
開
い
た
関
ヶ
原
の
英
雄
た
ち
か

ら
の
上
か
ら
の
改
革
案
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

い
つ
の
時
代
に
も
、
ど
こ
の
国
で
も
、
変
革
の
原

型
刀
は
若
者
で
あ
っ
た
。
若
者
に
負
け
て
い
な
い
元

気
な
お
年
寄
り
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
る
。
だ

が
、
我
が
国
の
若
者
た
ち
は
日
本
の
将
来
に

一
体
と

の
よ
う
な
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
疑

問
が
わ
く
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。内海善雄(うつみよしお)
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